
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

脱脱毛毛           

 気になる部位をくみあわせ 

てお得に脱毛  

  

美美白白＆＆ししみみ          

((エエスステテ＆＆治治療療薬薬))   

  

 疲れたお肌に・・・ 

 W ビタミントリートメント 
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電話番号：075-712-8615 皆様は女性を見た時にどこで年齢を感じますか？ 

 
シミ？シワ？毛穴・目元・口元・フェイスラインのたるみ？ｅｃｔ… 

人とお話しする時に、相手の目を見てお話ししませんか？…と言うことは目元は最も相手に見

られているのです∑(゜Д゜)！？ 

 

私は目尻のシワが気になり、10 年程前から“ 目尻にボトックス注射 ”を定期的にしています。 

と言うのも、ボトックス注射に出合うまではどちらかと言うと乾燥肌で時間が経つと目尻にフ

ァンデーションの線がシワに沿って入り込んでしまう状態に・・・ 

お化粧直しをするのに、目元は特に大変で、以前は綿棒を使って時間をかけメイク直し、数万

円する某化粧品会社のアイクリームを使い、目元パックをしたりと日々目尻のシワと奮闘してい

ました 

しかし目元のシワが消えることはなく、高いアイクリーム代と日々のパックや目元のメイク直

しの時間… 

鏡に写る自分を見て「老けてしまったなぁ…」と思う悲しぃ現実。 

この悩みを解決してくれたのが、ボトックス注射でした！ 

今では目尻のシワを気にすることもなくなり、目元のメイク直しも楽になり高いアイクリーム

も使わなくなりました。 

当院では新しい治療としてボトックス注射も加わり、目元のシワでお悩みの方に、私自身気に

入っているボトックス注射を皆様にお伝えしたくコラムにさせて頂きました。 

注射が苦手な方には、当院オリジナル Dr.コスメの“ ボトリフトクリーム ”もお薦めです！ 

あなたも年齢を感じさせない素敵な女性を一緒に目指しませんか？ 

ちょっとブレイク 

四条烏丸院 看護師 藤澤 

くくみみここククリリニニッッククののイインンススタタででおお得得なな情情報報ををＧＧＥＥＴＴ！！  

 初秋とはいえ、まだまだ残暑が厳しい季節ですね。夏の紫外線などで 

疲れたお肌のお手入れに“秋“は ベストシーズンです。 

くみこクリニックではスタッフ一同、皆様に喜んでいただけるよう、お肌に

関するいろいろなご提案させていただいております。 

 

新発売！ 

    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～この夏…できてしまった「しみ」 

フォトフェイシャルでお肌のクリーニングをしましょう～ 

「フォトフェイシャル」は、医療機関でしか受けられない光治療です。 

フォトフェイシャルの光は、IPL（Intense Pulse Light）というカメラの

フラッシュのようなやさしい光です。顔全体に照射した光は肌トラブルの原

因となるターゲット(メラニンや毛細血管など)に当たると、光のエネルギー

が熱に変わり、ターゲットにダメージを与えます。 

するとメラニンが破壊され、沈着したメラニン色素が浮き上がってきま

す。その後、皮膚の代謝によって剥がれ落ちることでシミが薄くなっていき

ます。紫外線によってできたシミ（老人性色素斑）・ソバカスはもちろん、

くすみやシミ予備群まで撃退します。 

また、お肌に有効なコラーゲンなどの成分を作り出す繊維芽細胞の働きが

活性化され、内側から肌機能がアップすることで、自然にハリ、ツヤ、弾力

が増し、美しい肌が蘇ります。 

最大の効果が出るように患者さま一人ひとりのお肌に合わせて、個別に微

調整しております。肌に光を当てて沈着しているメラニンにダメージを与

え、コラーゲンの生成を活性化させることで、シミ、くすみ、肌の色ムラを

改善し、顔全体を美白しながら、あらゆる肌悩みを一気に解決します。照射

時間も短く、終了後すぐにメイクができます。 

• シミ・そばかす・薄ジミ 

• シミ予備群 

• 毛穴の開き 

• 全体的なハリ感、弾力アップ、ツヤ 

• ニキビ跡（赤み） 

• 小じわ 

フォトフェイシャルについてご説明いたしますので 

お気軽にお声かけくださいませ。  

アトピー性皮膚炎 薬を塗り続ける治療 

“見えない炎症”抑え再発予防 

 
「これは、今年の７月１９日付の朝日新聞朝刊に掲載 

されていた記事です。」 

 

実は『新治療！』と書いていましたが、くみこクリニ 

ックでは以前よりアトピー性皮膚炎の患者さまには説 

明している内容です。随分浸透してきたように思いま 

すが、良くなると、「もういいかな…」と思い治療を中 

断されて悪化しているケースがあるのも事実です。 

今回の記事をまとめてみました。 

 

アトピー性皮膚炎の新たな治療法が定着しつつある。 

ステロイド剤など抗炎症薬で湿疹を抑えた後も薬を使 

い続け、「見えない炎症」を抑えるもので、学会が昨年、 

強く推奨した。抗炎症薬で症状が改善しない患者向け 

の新薬の開発も進み、期待が集まっている。 

 以前はアトピーの治療では、抗炎症薬で湿疹をおさえる。湿疹が治ると薬を塗るの

をやめ、再発した時に再び使うのが一般的だった。 

 子どもの薄い皮膚にステロイドを塗ることに抵抗があるというある母親（３３）に

小児科医より「今しっかり塗ってスキンケアを丁寧に続ければ、塗る量を減らしていけ

る」と説明。納得した母は１日３回、入浴後の娘の全身にステロイドと保湿剤を混ぜた

クリームを塗った。 

 １カ月後には見た目の湿疹はほぼ治まり、皮膚はきれいに。だが症状が出ていない

時にも薬を使う「プロアクティブ療法」を実践し、１日、２日おきと間隔を空けて薬を

使い続けた。見た目はきれいでも皮膚の下に炎症が残っていると、再び湿疹が出やすい

ために薬を使い続けるものだ。 

 これは「炭火をおこした後、くすぶる炭に風を送れば再び燃え上がるようなイメー

ジ」「見えない炎症」を抑え、湿疹の再発を予防するもので、「薬の回数を減らし、保

湿剤だけでのケアに軟着陸させるための治療法」といわれている。前述の子どもは一昨

年末には夜だけ週２回、昨春には週１回と塗る回数が減った。今は見た目でアトピーと

わからないほどきれいな状態だ。母は「このまま保湿剤のみのスキンケアになれば」と

話している。 

皮膚科学会では湿疹が『アクティブ』になる前に予防的に塗る方が、長期的には抗炎

症剤を塗る量も減ると考えられている。 

 「見えない炎症」の程度を測るのに使われるのが、「ＴＡＲＣ（ターク）」と呼ば

れる血液検査だ。炎症を悪化させる血中の物質を測定し、炎症がひどいほど高い値にな

る。値を知ることで、患者のかゆみの程度を把握して薬を減らすタイミングの目安に利

用できる。 

 

※ステロイド軟こうのプロアクティブ療法について、診察の時にお気軽にご質問ください。 


